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資料 1-1 入試制度別の志願者数、合格者数、入学者数の推移 

 
推薦 H25 H26 H27 H28 H29 

志願者数 35 26 27 26 31 

合格者数 12 12 12 12 12 

入学者数 12 12 12 12 12 

            

前期 H25 H26 H27 H28 H29 

志願者数 219 245 249 271 238 

合格者数 95 94 93 93 93 

入学者数 93 93 93 91 91 

            

後期 H25 H26 H27 H28 H29 

志願者数 52 41 65 78 60 

合格者数 5 5 5 5 5 

入学者数 5 5 5 5 5 

            

3 年次編入学 H25 H26 H27 H28 H29 

志願者数 127 126 133 122 96 

合格者数 5 6 6 5 6 

入学者数 4 6 6 5 6 

 

 

資料 1-2 入試制度別の出身県分布（平成 29 年度在学生調査） 

 

  在学生数（人） 東海 4 県（％） 愛知県（％） 

一般入試入学（前期+後期） 588 76.2 61.2 

推薦入試入学 73 63.0 30.1 

編入学 22 18.2 9.0 
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資料 1-3 医学部・医学系研究科教育実施体制 

 

 

 

資料 1-4 医学科の教員数 

時点 教授 准教授 講師 助教 総計 

平成 29 年 5 月 1 日現在 53 48 23 33 157 

（うち女性） 2 6 2 5 15 

（うち外国人） 0 0 1 0 1 

（うち 39 歳以下） 0 0 1 16 17 
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資料 1-5 臨床教授付与状況 

  教授 准教授 講師 合計 

平成 23 年度 56 80 252 388 

平成 24 年度 53 79 244 376 

平成 25 年度 59 78 237 374 

平成 26 年度 54 88 247 389 

平成 27 年度 55 91 253 399 

平成 28 年度 70 98 271 439 

平成 29 年度 72 100 275 447 

 

 

資料 1-6 寄附講座教員数と学部授業担当コマ数の推移について 
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資料 1-7 教員 FD（医学教育ワークショップ）実施実績 

通算回数 開催年度 対象 出席者数 タスクフォース 

17 2004 全教員 17 3 

18 2004 全教員 19 3 

19 2005 全教員 18 2 

20 2005 全教員 20 4 

21 2006 全教員 22 2 

22 2007 全教員 45 2 

23 2008 全教員 23 3 

24 2008 全教員 20 3 

25 2008 全教員 19 3 

26 2009 全教員 17 4 

27 2009 全教員 9 4 

28 2009 全教員 10 3 

29 2010 全教員 26 3 

30 2010 全教員 9 3 

31 2010 全教員 20 2 

32 2011 全教員 28 4 

33 2011 全教員 14 4 

34 2011 大雪のため中止 

35 2012 全教員 28 4 

36 2012 全教員 15 4 

37 2012 全教員 20 4 

38 2013 全教員 19 3 

39 2013 全教員 12 2 

40 2013 全教員 14 3 

41 2014 全教員 22 3 

42 2014 全教員 16 3 

43 2014 全教員 13 2 

44 2015 全教員 22 3 

45 2015 全教員 17 3 

46 2015 全教員 9 1 

47 2016 全教員 15 3 

48 2016 全教員 22 3 

49 2016 全教員 22 3 

50 2017 全教員 19 3 

51 2017 全教員 14 3 

52 2017 全教員 16 3 

のべ参加者数 597   
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資料 1-8 名古屋大学大学院医学系研究科附属クリニカルシミュレーションセンター 

 

 

 

 

資料 1-9 医学科カリキュラム概要 
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資料 1-10 平成 30 年度 特別講義グループ編成 
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資料 1-11 海外協定校 年度別受入学生数 

国名 
年度 

平成20年度 平成21年度 平成22年度 平成23年度 平成24年度 平成25年度 平成26年度 平成27年度 平成28年度 平成29年度 合計 

校名 区分 

アメリカ合衆国 ノースカロライナ大学チャペルヒル校医学部 受入           1         1 

チューレン大学医学部 受入   2   1 3 5 5 6 6 4 32 

ジョンズホプキンス大学医学部 受入 1             4 4 4 13 

ポーランド グダニスク医科系大学医学部 受入     1     1   1   1 4 

ドイツ フライブルク大学 受入 1   1   1   1 2 1 3 10 

オーストリア ウィーン医科大学 受入 2 2 2   2 2 2 2 2 2 18 

オーストラリア アデレード大学 受入             3 5 2 5 15 

西オーストラリア大学 受入                   1 1 

イギリス ウォーリック大学医学部 受入 3 1 1 1       1     7 

中国 上海交通大学 受入     2 2 2 2 2 1 2 2 15 

北京大学 受入       2 2 2 2 2 2 2 14 

香港中文大学 受入                 1 2 3 

台湾 国立台湾大学 受入   2   2 2 2 4   2 2 16 

韓国 ソウル大学付属病院 受入           1         1 

スウェーデン ルンド大学 受入             2 2 1 2 7 

 

資料 1-12 海外協定校 年度別派遣学生数 

国名 

年度 

平成20年度 平成21年度 平成22年度 平成23年度 平成24年度 平成25年度 平成26年度 平成27年度 平成28年度 平成29年度 合計 

校名 区分 

アメリカ合衆国 ノースカロライナ大学チャペルヒル校医学部 派遣 2 2 2           1   7 

ハーバード大学医学部 派遣             1       1 

チューレン大学医学部 派遣     1 2 2 4 4 5 5 5 28 

ペンシルベニア大学医学部 派遣 2 2 1 1   2 1   2 2 13 

ジョンズホプキンス大学医学部 派遣 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 20 

デューク大学医学部 派遣 2   2 2 2 1 2 2 1 1 15 

ポーランド グダニスク医科系大学医学部 派遣   1     2 2 1 2 2 2 12 

ドイツ フライブルク大学 派遣 1 2     2 1   1 2   9 

オーストリア ウィーン医科大学 派遣   2   1 2 2 2 2 2 2 15 

オーストラリア アデレード大学 派遣         1 1   1 1 3 7 

西オーストラリア大学 派遣                   3 3 

イギリス ウォーリック大学医学部 派遣 2 2 2 2 1 2 1       12 

中国 上海交通大学 派遣       1         1   2 

香港中文大学 派遣                 1 2 3 

台湾 国立台湾大学 派遣             4   2   6 

スウェーデン ルンド大学 派遣                 1 1 2 

 

資料 1-13 海外協定校 受入・派遣実績推移 
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資料 1-14 分野別認証評価に対応するための平成 31 年度以降のカリキュラム改変 

 

資料 1-15 学生研究会の活動 

  
 

資料 1-16 学部学生の研究活動状況 

１年生向けイベントの参加者数（H29) 

イベント 開催数 参加者数 

ラボツアー 2 57 人 

メディカルサイエンスカフェ 7 22 人 

研究室配属 1 18 人 

ベーシックトレーニング 4 20 人 

総計（延べ数） 14 117 人 
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研究室に常時在籍し、研究活動を行っている学生数（H29 年度末調査） 

学年 1 年生 ２年生 ３年生 ４年生 ５年生 ６年生 合計 

人数 8 名 17 名 31 名 22 名 13 名 8 名 99 名 

 

英論文発表者数（共著者含む） 

  H24 H25 H26 H27 H28 

論文筆者数（延べ） 22 名 27 名 28 名 36 名 26 名 

 

リトリート参加学生数 

  H25 H26 H27 H28 

  （大阪） （犬山） （神戸） （神戸） 

名古屋大学 11 名 13 名 8 名 5 名 

他大学を含む＊ 78 名 87 名 92 名 65 名 
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資料 1-17 在学中英論文筆頭著者数（H20～H27 年入学者対象） 
 

  学生数 筆頭著者数 筆頭著者数（％） 

前期+後期学生 582 13 2.2 

推薦学生 70 4 5.7 

編入学生 30 6 20 

 

資料 1-18 地域医療学講座について 

 
 
資料 1-19 地域医療セミナー（地域枠学生による地域病院見学発表会） 

 
年間 5 回開催される地域枠学生を対象のセミナーで

す。将来の地域医療現場で役立つ情報を、学内外の

著名講師や卒業生の先輩を招いての講演やワーク

ショップを通じて学んでいます。毎年第 1 回目は、

新入生歓迎の意味も込めて新 4 年生が主体となって

企画をし、初期研修中の地域枠卒業生が研修内容を

後輩に報告するのが恒例となっています。地域医療

セミナーでは、「地域病院見学報告会」、「地域ニーズ

指向型地域医療と多職種連携医療の実践」、「書いて

描いて身につけよう！皆で前に進むためのファシグ

ラ講座」、「地域を元気にする高齢者演劇の試み」な

ど、通常の講義では接することの少ない、幅広いテー

マを取り上げています。  
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資料 1-20 附属図書館医学部分館 入館者数 
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資料 1-21 医師国家試験の合格率（新卒のみ) 

 

 

 

資料 1-22 授業アンケート (平成 26 年実施) 

科目別講義アンケート結果（１・２年生分） 

 

 

科目別講義アンケート結果（３年生分） 
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科目別講義アンケート結果（４年生分・社会医学系） 

 

 

 

科目別講義アンケート結果（４年生分・臓器別臨床講義・臨床医学系） 
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基礎・社会医学実習等アンケート結果 

 

 

ポリクリアンケート結果 
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資料 1-23 学業の成果に関する卒業時学生アンケート結果 （平成 29 年度） 

 

 

 

 

 

資料 1-24 医学科の卒業後の進路状況 

 
  H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 

卒業者数 96 106 105 101 108 107 111 112 

 卒業者のうち 就職 93 97 98 92 95 101 105 106 

    〃     進学 0 2 0 1 0 0 0 0 

    〃     その他（不明含む） 3 7 7 8 10 6 6 2 
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資料 1-25 就職先一覧（平成 29 年度） 

    男 女 合 計 

1 大垣市民病院 3   3 

2 東海中央病院 1   1 

3 岐阜県立多治見病院 2   2 

4 中津川市民病院   1 1 

5 磐田市立総合病院 1   1 

6 中東遠総合医療センター 1   1 

7 市立四日市病院 2 1 3 

8 一宮市立市民病院 2   2 

9 千秋病院 1   1 

10 春日井市民病院 1 1 2 

11 江南厚生病院 1   1 

12 小牧市民病院 3   3 

13 公立陶生病院 5 3 8 

14 津島市民病院 1   1 

15 海南病院   1 1 

16 公立西知多総合病院 1   1 

17 半田市立半田病院 1   1 

18 トヨタ記念病院 5   5 

19 豊田厚生病院 1 2 3 

20 刈谷豊田総合病院  3 1 4 

21 安城更生病院 9 4 13 

22 八千代病院 1   1 

23 岡崎市民病院 2   2 

24 豊橋市民病院 3 2 5 

25 名古屋第二赤十字病院 3 1 4 

26 名古屋記念病院   1 1 

27 名古屋掖済会病院 1 1 2 

28 名古屋第一赤十字病院 12 3 15 

29 中部ろうさい病院 1   1 

30 名鉄病院 2   2 

31 中京病院 3   3 

32 名古屋セントラル病院 1   1 

33 名古屋医療センター   1 1 

34 東京都立駒込病院   1 1 

35 静岡県立総合病院   1 1 

36 名古屋大学医学部附属病院 2 1 3 

37 JCHO 東京新宿メディカルセンター 1   1 

38 熊本赤十字病院 1   1 

39 虎の門病院   1 1 

40 福島県立医科大学附属病院   1 1 

41 市立旭川病院 1   1 

42 東京大学附属病院   1 1 

43 大和市立病院 1   1 

44 IHI 1   1 

45 筑波大学附属病院 1   1 

  合 計 81 29 110   



資料 第１章 学部教育 

 

-93- 

資料 1-26 関連病院/プライマリケア実習評価 
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7．症例を適切に提示し、討議した

8.総合評価

平成29年度 関連病院実習評価

１．とうてい容認できない ２．標準よりやや劣る ３．標準 ４．標準より優れている ５．抜きんでている ０．未回答
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患者中心の医療に配慮する

患者や家族に不安感や不快感を与えないように配慮する

患者や家族のプライバシーに配慮する

看護師、技師、理学療法士など他の医療従事者に敬意を払う

医療の社会的側面の重要性を述べることができる

インフォームド・コンセントの重要性を述べることができる

地域保健および健康増進の重要性を述べることができる

看護師、技師、理学療法士などの他の医療従事者の業務内容の概要を述べ

ることができる

患者や家族と良好なコミュニケーションをとることができる

指導医や他の医療スタッフと良好なコミュニケーションをとることができる

望ましい面接技法を用いて患者の解釈モデルを尋ねることができる

系統的問診法を用いて正確で十分な病歴採取ができる

態度（真面目さ・患者への心遣い）

熱意（青年らしい意欲・活動性・将来性）

知識（医学的理解度・判断力）

総 合 評 価

平成２９年度プライマリ・ケア実習評価

１．とても容認できない ２．劣っている ３．合格点 ４．標準以上 ５．特に優れている


